
空き家バンク登録や、移住・定住についての相談など、
お気軽にお問い合せください♪

「きゃんせ！えびの通信4２号」をご覧いただきありがと

うございます。寒くなってまいりましたが、皆様いかがお

過ごしでしょうか。お風邪などひかれませんよう、くれぐ

れもご自愛ください。今回の通信では、「タクシー利用料

金助成事業」について、「空き家バンク物件のご紹介」、

裏面では2019年に移住された橋谷さんのインタビュー記

事（一部抜粋）を掲載していますので、ご覧いただければ

幸いです。少し早いですが、今年もありがとうございまし

た。来年もよろしくお願いいたします。

外出時の交通手段に不便を感じている人や、交通空白地に住んでいる人の移動支援として、

タクシーの利用料金の一部を助成します。
【助成対象者】えびの市在住で、住民登録があり、市税等の滞納がない人で次のいずれかに該当

する人

①65歳以上の人

②16歳から64歳の人で、運転免許証または自動車を持っていない人

③16歳から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認めるもの

【助成期間】タクシー料金の約4割を助成します。ただし、助成額は1回1,500円が上限です。

お問い合わせ先 企画課 政策係 0984-35-3712（直通）

空き家 No.288＜栗下＞ 空き家 No.290＜末永＞

2024年12月☆

【発行元】えびの市移住・定住支援センター

空き家情報

きゃんせ！えびの通信

■センター利用の状況

問い合わせ件数・・２４６件

移住者数・４世帯（８人）

■空き家バンクの新規登録状況

空き家登録数・・・・３件

空き地登録数・・・・０件

利用希望者登録数・・１７人

希望条件：賃貸：4.7万円

床面積：83.1㎡ 敷地面積：180.08㎡

間取り：5DK 駐車場：車庫無1～2台

希望条件：売却：350万円

床面積：114.84㎡ 敷地面積：1,681.39㎡

間取り：5DK 駐車場：車庫無5台

42号

タクシー利用料金助成事業

２０２４年９月～１０月

※ 見学希望の方は「空き家バンク利用登録」が必要です！

えびの市移住・定住支援センター 0984-27-3242



移住者の声インタビュー

えびの市移住・定住支援センター

〒889-4292
えびの市大字栗下1292 えびの市役所3階
電話 ０９８４－２７－３２４２
メールアドレス ebino-iju@aioros.ocn.ne.jp
相談時間 平日 8：30～17：15

自分らしさを大切に暮らしていける場所
移住のきっかけは何ですか？

子どもの小学校入学をひかえていて、新居を構えたいと思ったことがきっかけです。おかげさまで、理

想的な土地を見つけることができ移住をしました。

移住をするにあたり、心配だったことは何ですか？
都会ではいつでも診てくれる病院があったので、医療の面が少し心配でした。特に、小児の夜間診療は

都城市まで行かないといけないので、移動距離が長くなることで様々な負担が増えるのではと思いまし

た。

現在、どのような暮らしをされていますか？

自宅で仕事をしていますので、調整しながら仕事と子育てのバランスがとれ充実しています。子どもた

ちも大きくなり、病気に関して心配も減ってきましたし、家の前には田んぼが広がっていますが、それ

ひとつとっても四季を感じられます。そして、その変化を子どもたちと共感し合えることがとても嬉し

いです。

“えびの”に移住してよかったこと、たいへんなことはありますか？

地域の方から登下校時の子どもたちの様子を聞くと、こうして見守っていただけているのだなぁと、大

変嬉しく思っています。たいへんだったことは、言葉（方言）です。特にご年配の方とお話するときは、

わからないことが多かったですが、最近は少しずつ慣れてきました！(笑)

これまでの暮らしと変わった点は何ですか？
ご近所の方からお野菜をいただいたり、お裾分けをしたりと、地域の方々との良いつながりが増えまし

た。ほどよい距離感なので孤独を感じることがないですし、安心感もありますね。

”えびの”の魅力は何ですか？
環境がすばらしいと思います。子どもが竹を使ってなにかを作り遊んでいるのを見ていると、都会では

考えられないことなので「いいな～」って眺めています。子どもたちは勿論、大人も恵まれた自然を感

じながら生活できることにも魅力を感じています。

これから”えびの”へ移住を考えている人に一言お願いします。

えびの市は県境ですので、鹿児島や熊本へのアクセスも良いです。自然を楽しむ事もできますし、温泉

や観光地へも家族で出かけやすいところです。そして生活する上で、自分に本当に必要なものが手に入

りやすい環境だと思います。自分らしさを大切に暮らしていける場所です。

橋谷 和美さん
2019年12月 Jターン

前居住地：宮崎県⼩林市（⻘森県出⾝）

職業：Bridge Flower 経営

家族構成：夫婦・子ども（4人世帯）


